
1/5 

第１回日進市小中学校適正規模等検討委員会 議事録 

日  時  令和元年７月２６日(金)午前１０時から午前１１時１５分まで 

場  所  日進市役所南庁舎 第５会議室 

出 席 者  吉崎一人（愛知淑徳大学）、浅井幸三（浅田区長）、福岡右三（折戸区

長）、加藤保之（三本木区長）、田中拓己（岩崎台区長）、小寺博（相

野山小ＰＴＡ会長）、前田奈七（相野山小ＰＴＡ母親代表）、大屋芳郎

（東小ＰＴＡ会長）、芦野留美（東小ＰＴＡ母親代表）、大津正仁（赤

池小学校長）、説田正（日進東中学校）、島村紀代美（公募市民）、基

優子（公募市民） 

欠 席 者  無し 

事 務 局  久保田力(教育長)、市川秋広 (教育部長)、出原真路(教育部次長兼学校

教育課長)、加藤誠（教育総務課長）、嶋﨑典佳（教育総務課課長補佐）、

石井智史(教育総務課係長) 

傍聴の可否 可 

傍聴の有無 無 

次  第    １ あいさつ 

       ２ 委員の委嘱 

       ３ 正副委員長の選出 

       ４ 日進市立小中学校適正規模等検討委員会について 

    ５ 日進市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針につ

いて 

    ６ 市内学区児童生徒推計資料について 

    ７ その他 

配付資料    ・次第 

・日進市立小中学校正規模等検討委員会委員名簿 

・日進市立小中学校適正規模等検討委員会の位置付け（資料 1） 

      ・日進市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針（現行）

（資料 2） 

・日進市立小中学校の適正規模及び適正配置に関する基本方針（素案）

（資料 3） 

・小学校の通学区域と行政区（資料 4） 

・公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き（資料 5）

・令和元年５月１日現在児童生徒数（資料 6） 

・平成 28 年 5 月市内学区児童生徒推計資料（抜粋）（資料 7） 
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発言者 発言内容 

教育長 （あいさつ） 

事務局・委員 （委員の委嘱・自己紹介） 

委員 
委嘱期間が令和３年３月３１日とあるが、区長が令和元年度末で任

期が終了した場合はどうなりますか。 

事務局 

任期終了後についても委員をお願いします。 

２年度にわたり継続した審議となるため、年度途中で後任者の方へ

の引き継ぎも難しいと考えておりますので、２年間お願いしたいと思

います。 

事務局 

では、正副委員長の選出を行います。日進市教育委員会附属機関の

設置に関する規則の規定により、委員長は委員の互選により定めるこ

ととなっております。委員長の選任についてご意見はございませんか。

委員 
学識経験者としてご出席いただいています愛知淑徳大学の吉崎一人

教授が適任であると考えますので推薦します。 

事務局 

ただいま、吉崎委員を推薦するご意見がありましたが、皆様よろし

いでしょうか。（しばらく間があり）それでは、吉崎委員を委員長に選

任することに賛成の方は挙手をお願いします。 

委員 （全員賛成） 

事務局 

それでは、吉崎一人委員を委員長に選任します。吉崎委員よろしく

お願いいたします。 

日進市教育委員会附属機関の設置に関する規則により、委員長が会

議を総理することとなっておりますので、吉崎委員長に議事進行役を

お願いいたします。 

委員長 

それでは、委員長を務めさせていただきます。 

副委員長については、委員長が指名することとなっていますので、

私から指名させていただきます。 

小中学校長代表の説田正委員にお願いしたいと思います。よろしく

お願いします。 

（説田委員が副委員長席に移動） 

 また、この委員会は傍聴を受け付けておりますが、傍聴希望者はい

ますか。 

事務局  傍聴希望者はいません。 

委員長 
 それでは、次第４の「日進市立小中学校適正規模等検討委員会につ

いて」事務局から説明をお願いします。 

事務局 
（適正規模等検討委員会の役割及び進め方、今後のスケジュール、こ

れまでの経緯について説明） 
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委員長 

説明が終わりました。内容について、ご質問がございましたらお願

いします。 

無いようですので、次に次第５の「日進市立小中学校の適正規模及び適

正配置に関する基本方針について」事務局から説明をお願いします。 

事務局 
（資料２から資料７を説明。日進市立小中学校の適正規模及び適正配置に

関する基本方針の改訂作業を説明） 

委員長 
説明が終わりました。内容について、ご質問がございましたらお願

いします。 

委員 

 資料７について、香久山小学校は毎年児童数が減少している現状で

あるが、推計の児童数が今年度から増加となっているがその根拠はな

んでしょうか。 

 また、今回とは直接関係ないかもしれませんが、香久山小学校は、

現在、余裕教室があると思いますが、市としてどのように利用してい

くか指導のようなことはしているのか、学校にお任せなのかどのよう

でしょうか。 

事務局 

 資料７の推計値は平成２８年時点での推計で手元に資料がないため

根拠についてお調べしてお答えいたします。 

 余裕教室については、放課後子ども教室や児童クラブでの利用や、

また、少人数指導などといった学校運営の中で利用されている状況で

す。 

委員 

委員の位置付けについてですが、素案をみると学校別の内容は無く

基準のみの記載にとどまっているように思えますが、今回は、学校別

の検討には入っていかないのでしょうか、それとも学区検討部会での

検討も踏まえた個別の検討に入っていくのでしょうか。 

また、現状分析は非常に大切だと思います。市では現在、第６次総

合計画が進んでいますので、最新の人口推計値があると良いと思いま

す。併せて、資料６と７を比べると、差が生じていますので、推計値

と実績値を併記したような資料があると推計との乖離もわかって良い

と思います。 

事務局 

位置付けにつきましては、会議スケジュールを見ていただきますと、

1月以降が適正化の判定となっていますように、最終的には、個別の検

討に入っていきます。 

 人口推計値については、総合計画策定に向け企画政策課にて作成中

で、最新の推計値を基に 1月以降適正化の検討をお願いする予定です。

委員 
10 月の会議までにはどこまでの検討を行うことになるのでしょう

か。 
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事務局 

 第１段階としては、基本方針のみの提言となりますので、次回会議

までは、基本方針の改訂の検討をお願いします。 

 第２段階として、今後、最新の推計値をお示し、改訂後の基本方針

を元に、個別の検討を行っていただきます。それぞれ提言いただく形

となります。 

委員 
 第２回会議に向けては、素案の文言的な問題点などを見ていくとい

うことでしょうか。 

事務局 
はい、その通りです。現在の基準も含めて基本方針についてご意見

をお願いします。 

委員長 
適正規模の基準や適正配置の考え方について委員の皆さんにご意見

をいただくということですね。 

事務局 はい。そのとおりです。 

委員 
学校規模の定義について、国の基準は２５クラスが大規模との説明

がありましたが、国の基準の一覧表はあるのでしょうか。 

事務局 
一覧表としてはありませんが、資料５の１４ページに、２５クラス

以上が大規模校、３１クラス以上が過大規模校と記載がございます。 

委員 
資料５の１ページに１２学級以上１８学級以下を標準とすると記載

があるのですが、これが適正規模なのでしょうか。 

事務局 

標準がそのまま適正規模ということではなく、全国的な少子化の流

れの中で学校の統廃合を考えるうえでの学校規模として確保すべき標

準とされています。 

また、現在の日進市の基準については、当時、事務局は国基準をお

示しし、委員会の中で検討の結果、中学校は１９学級以上を大規模校

とするとなった経緯があります。 

委員長 

その他、よろしいでしょうか。 

次に次第６の「市内学区児童生徒推計資料について」事務局から説明を

お願いします。 

事務局 
先ほど推計値についてはご説明させていただきましたが、できるだ

け早い段階でお示ししていきたいと考えております。 

委員長 それでは、次第７の「その他」事務局からありますでしょうか。 

事務局 

素案に対するご意見は、9/13（金）までにメール FAX お電話で結構

ですのでご意見をお願いします。連絡先につきましては、次第でご確

認ください。 

次回、第２回日進市立小中学校適正規模等検討委員会につきまして、

１０月１８日（金）午前１０時から、市役所本庁舎４階の第 1 会議室
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で行います。 

委員長 
ありがとうございました。 

予定していた内容は終了しましたので事務局へお返しいたします。 

事務局 

長時間にわたりありがとうございました。 

以上をもちまして、第１回日進市立小中学校適正規模等検討委員会

を閉会させていただきます。 

大変お疲れ様でした。 


